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(57)【要約】

【課題】防水シートに適切な弛みを確保することにより

背面空洞の発生を防止できるとともに長スパンの防水シ

ートを一度に敷設可能な防水シート敷設装置及び防水シ

ートの敷設方法を提供すること。

【解決手段】本発明の防水シート敷設装置１は、半弧状

の長尺シート受台１０と、長尺シート受台１０に沿って

その上部に配置したチューブ状の膨張体２０と、を備え

、長尺シート受台１０は、長尺シート受台１０に沿って

延在する平滑なレール部１１と、レール部１１の幅方向

の一側から立ち上がる壁部１３と、壁部１３の上部にお

いて膨張体２０を配置可能な台部１４と、を有し、膨張

体２０の膨張によって、膨張体２０をトンネルの一次覆

工面に近接可能に構成したことを特徴とする。本発明の

防水シートの敷設方法は、装置配置工程と、シート配置

工程と、引出し工程と、接続工程と、膨張工程と、展開

工程と、固定工程と、を備えることを特徴とする。

【選択図】図１



(2) JP  2019-199688  A   2019.11.21

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ト ン ネ ル の 一 次 覆 工 面 に 防 水 シ ー ト を 敷 設 す る た め の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 で あ っ て 、

　 半 弧 状 の 長 尺 シ ー ト 受 台 と 、

　 前 記 長 尺 シ ー ト 受 台 に 沿 っ て そ の 上 部 に 配 置 し た チ ュ ー ブ 状 の 膨 張 体 と 、 を 備 え 、

　 前 記 長 尺 シ ー ト 受 台 は 、 前 記 長 尺 シ ー ト 受 台 に 沿 っ て 延 在 す る 平 滑 な レ ー ル 部 と 、 前 記

レ ー ル 部 の 幅 方 向 の 一 側 か ら 立 ち 上 が る 壁 部 と 、 前 記 壁 部 の 上 部 に お い て 前 記 膨 張 体 を 配

置 可 能 な 台 部 と 、 を 有 し 、

　 前 記 膨 張 体 の 膨 張 に よ っ て 、 前 記 膨 張 体 を ト ン ネ ル の 一 次 覆 工 面 に 近 接 可 能 に 構 成 し た

こ と を 特 徴 と す る 、

　 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 台 部 が 前 記 壁 部 の 上 部 か ら 前 記 レ ー ル 部 側 へ 延 出 し 、 前 記 膨 張 体 の 少 な く と も 一 部

が 前 記 レ ー ル 部 の 上 方 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装

置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 レ ー ル 部 の 幅 方 向 の 他 側 か ら 上 方 に 突 起 し た 落 下 防 止 リ ブ を 備 え る こ と を 特 徴 と す

る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 を 用 い る 防 水 シ ー ト の 敷 設

方 法 で あ っ て 、

　 前 記 壁 部 側 を 坑 口 側 に 向 け て 、 前 記 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 を ト ン ネ ル 坑 内 に お け る 前 防 水

シ ー ト 区 間 の 最 終 端 に 配 置 す る 、 装 置 配 置 工 程 と 、

　 長 手 方 向 に 内 外 交 互 に 折 り 畳 ん だ 防 水 シ ー ト を 、 前 記 レ ー ル 部 に 沿 っ て 前 記 レ ー ル 部 上

に 帯 状 に 配 置 す る 、 シ ー ト 配 置 工 程 と 、

　 前 記 レ ー ル 部 上 の 防 水 シ ー ト の 一 辺 を 、 前 記 膨 張 体 越 し に 坑 口 側 に 引 き 出 す 、 引 出 し 工

程 と 、

　 引 き 出 し た 防 水 シ ー ト の 一 辺 を 、 前 防 水 シ ー ト 区 間 の 防 水 シ ー ト の 最 終 端 に 接 続 す る 、

接 続 工 程 と 、

　 前 記 膨 張 体 を 膨 張 さ せ る こ と で 、 前 記 防 水 シ ー ト を 一 次 覆 工 面 に 近 接 又 は 接 触 さ せ る 、

膨 張 工 程 と 、

　 前 記 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 を 切 羽 側 へ 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 レ ー ル 部 上 の 防 水 シ

ー ト を 順 次 展 開 す る 、 展 開 工 程 と 、

　 防 水 シ ー ト を 一 次 覆 工 面 に 固 定 す る 、 固 定 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、

　 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 固 定 工 程 に お い て 、 防 水 シ ー ト の 一 次 覆 工 面 側 の 面 に 設 け た 留 め 片 を 一 次 覆 工 面 に

釘 留 め し て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 及 び 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 に 係 り 、 特 に 防 水 シ ー ト に 適 切

な 弛 み を 確 保 す る こ と に よ り 背 面 空 洞 の 発 生 を 防 止 で き る と と も に 長 ス パ ン の 防 水 シ ー ト

を 一 度 に 敷 設 可 能 な 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 及 び 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 に 係 る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 山 岳 ト ン ネ ル 工 事 で は 、 ト ン ネ ル の 防 水 性 を 確 保 す る た め 、 一 次 覆 工 後 の ト ン ネ ル 内 壁

に 防 水 シ ー ト を 敷 設 す る シ ー ト 防 水 工 が 標 準 化 し つ つ あ る 。

　 シ ー ト 防 水 工 に は 例 え ば 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 開 示 さ れ る よ う な 留 め 片 を 備 え た 防 水 シ ー

ト を 使 用 す る 。
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　 ま ず 、 ホ イ ス ト ク レ ー ン 等 を 用 い て 防 水 シ ー ト を 複 数 段 の ス テ ー ジ を 設 け た シ ー ト 台 車

上 に 展 開 す る 。 続 い て 、 防 水 シ ー ト の 周 方 向 の 中 心 部 を ト ン ネ ル ア ー チ 部 の 中 央 に 合 わ せ

、 作 業 員 が 防 水 シ ー ト を 一 次 覆 工 面 に 押 し 付 け な が ら 留 め 片 越 し に コ ン ク リ ー ト 釘 を 打 ち

込 ん で 固 定 す る 。

　 前 ス パ ン の 防 水 シ ー ト と 後 ス パ ン の 防 水 シ ー ト は 、 端 部 同 士 を 拝 み 合 わ せ た 状 態 で 熱 溶

着 し て 接 続 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ０ ５ － １ ０ ０ ７ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ０ ７ － ８ ４ ９ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 技 術 に は 以 下 の 問 題 点 が あ る 。

＜ １ ＞ 防 水 シ ー ト を 一 次 覆 工 面 に 点 状 に 固 定 し て ゆ く た め 、 展 張 し た 防 水 シ ー ト に 適 切 な

弛 み を 確 保 す る の が 難 し い 。 防 水 シ ー ト の 弛 み 量 が 不 十 分 で あ る と 、 覆 工 コ ン ク リ ー ト の

打 設 時 に 防 水 シ ー ト が 下 方 に 引 き 込 ま れ る こ と で 、 ア ー チ 頂 部 に お い て 防 水 シ ー ト の 背 面

に 空 洞 が 生 じ る 。 こ れ は ト ン ネ ル 構 造 上 の 弱 点 と な る と 共 に 、 凍 上 に よ る ひ び 割 れ や 漏 水

を 誘 発 す る お そ れ が あ る 。

＜ ２ ＞ 大 面 積 の 防 水 シ ー ト を 一 次 覆 工 面 に 押 さ え な が ら 釘 打 ち し て 固 定 す る た め 、 作 業 が

困 難 で 作 業 効 率 が 悪 い 。

＜ ３ ＞ 施 工 難 度 が 高 い た め 、 防 水 シ ー ト を 一 度 に ２ ｍ 幅 程 度 し か 敷 設 で き な い 。 こ の た め

防 水 シ ー ト 同 士 の 溶 着 箇 所 が 多 く 、 施 工 効 率 が 悪 い 。

＜ ４ ＞ 施 工 ス パ ン が 短 く 、 防 水 シ ー ト の 溶 着 箇 所 が 多 い た め 、 溶 着 箇 所 か ら の 漏 水 リ ス ク

が 高 い 。

＜ ５ ＞ 昨 今 の 山 岳 ト ン ネ ル 工 事 で は 急 速 施 工 が 求 め ら れ て お り 、 こ れ に 応 じ て 掘 削 や 二 次

覆 工 な ど の 各 工 程 に お い て 施 工 の 迅 速 化 が 進 ん で い る に も か か わ ら ず 、 シ ー ト 防 水 工 が ボ

ト ル ネ ッ ク と な っ て 工 事 全 体 の 迅 速 化 を 妨 げ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 以 上 の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 可 能 な 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 及 び 防

水 シ ー ト の 敷 設 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 は 、 半 弧 状 の 長 尺 シ ー

ト 受 台 と 、 そ の 上 部 に 配 置 し た チ ュ ー ブ 状 の 膨 張 体 と 、 を 備 え 、 長 尺 シ ー ト 受 台 は 、 レ ー

ル 部 と 、 壁 部 と 、 台 部 と 、 を 有 し 、 膨 張 に よ っ て 、 膨 張 体 を ト ン ネ ル の 一 次 覆 工 面 に 近 接

可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 防 水 シ ー ト を 一 次 覆 工 面 に 対 応 し た 半 弧 状 に 押 し 付 け な が ら 展 開 す

る こ と で 、 防 水 シ ー ト に 適 切 な 弛 み 量 を 確 保 し つ つ 容 易 に 敷 設 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 は 、 台 部 が レ ー ル 部 側 へ 延 出 し 、 膨 張 体 の 少 な く と も 一 部

が レ ー ル 部 の 上 方 に 配 置 し て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 防 水 シ ー ト の 固 定 箇 所 へ 作 業 員 の 手 が 届 き 易 く な る の で 、 作 業 効 率

が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 は 、 レ ー ル 部 が 落 下 防 止 リ ブ を 備 え て い て も よ い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 防 水 シ ー ト を レ ー ル 部 上 へ 配 置 す る 際 に レ ー ル 部 か ら 滑 落 す る の を

防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 の 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 は 、 装 置 配 置 工 程 と 、 シ ー ト 配 置 工 程 と 、 引 出 し 工 程 と

、 接 続 工 程 と 、 膨 張 工 程 と 、 展 開 工 程 と 、 固 定 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 防 水 シ ー ト に 適 切 な 弛 み 量 を 確 保 し つ つ 効 率 的 に 敷 設 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 は 、 防 水 シ ー ト を 留 め 片 で 一 次 覆 工 面 に 釘 留 め し て も よ

い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 防 水 シ ー ト を 展 開 し な が ら 固 定 で き る の で 作 業 効 率 が 高 い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 上 の 構 成 よ り 、 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 及 び 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 は 次 の 効 果 の

少 な く と も ひ と つ を 備 え る 。

＜ １ ＞ 半 弧 状 に 配 置 し た バ ル ー ン を 膨 張 さ せ 、 防 水 シ ー ト を 一 次 覆 工 面 に 押 し 付 け た 状 態

で 固 定 す る こ と で 、 一 次 覆 工 面 に 対 応 し た 適 切 な 弛 み 量 を も っ て 防 水 シ ー ト を 敷 設 で き る

。 こ の た め 、 ア ー チ 頂 部 へ の 背 面 空 洞 の 発 生 を 防 止 で き る 。

＜ ２ ＞ 防 水 シ ー ト を バ ル ー ン で 一 次 覆 工 面 に 押 し 付 け た 状 態 を 保 持 し つ つ 釘 打 ち 固 定 で き

る た め 、 作 業 が 容 易 で 作 業 員 の 作 業 負 担 が 極 め て 小 さ い 。

＜ ３ ＞ 作 業 が 容 易 な た め 、 １ ０ ｍ 超 の 長 ス パ ン の 防 水 シ ー ト を 一 度 に 敷 設 す る こ と が で き

る 。 こ の た め 、 防 水 シ ー ト 同 士 の 溶 着 頻 度 を 従 来 の １ ／ ５ 程 度 に 減 ら せ る た め 、 施 工 効 率

が 非 常 に 高 い 。

＜ ４ ＞ 防 水 シ ー ト を 長 ス パ ン 化 し て 溶 着 箇 所 を 減 ら す こ と で 、 溶 着 部 か ら の 漏 水 リ ス ク を

低 減 で き る 。

＜ ５ ＞ 全 体 工 程 の ボ ト ル ネ ッ ク と な っ て い た シ ー ト 防 水 工 の 施 工 効 率 を 高 め る こ と で 、 全

体 工 期 を 短 縮 し て 急 速 施 工 を 実 現 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 の 説 明 図 。

【 図 ２ 】 長 尺 シ ー ト 受 台 及 び 膨 張 体 の 切 断 面 を 表 し た 説 明 図 。

【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 の 説 明 図 。

【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 の 説 明 図 。

【 図 ４ 】 防 水 シ ー ト の 説 明 図 。

【 図 ５ 】 シ ー ト 配 置 工 程 の 説 明 図 。

【 図 ６ 】 引 出 し 工 程 の 説 明 図 。

【 図 ７ 】 膨 張 工 程 の 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 及 び 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 に つ

い て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ４ 】

[防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 ]

＜ １ ＞ 全 体 の 構 成 （ 図 １ ） 。

　 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ は 、 ト ン ネ ル の 一 次 覆 工 面 に 防 水 シ ー ト Ｓ を 敷 設 す る 装

置 で あ る 。

　 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ は 、 半 弧 状 の 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ と 、 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の 上 部

に 沿 っ て 配 置 し た 膨 張 体 ２ ０ と 、 膨 張 体 ２ ０ を 膨 張 さ せ る た め の 送 気 手 段 ３ ０ と 、 を 備 え

る 。

　 本 例 で は 、 更 に 防 水 シ ー ト Ｓ を 牽 引 し て 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ 上 に 配 置 す る た め の 牽 引 手

段 ４ ０ を 備 え る 。

　 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ は 、 シ ー ト 台 車 な ど の 移 動 可 能 な 台 車 Ａ 上 に 搭 載 し て 使 用 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】

＜ ２ ＞ 長 尺 シ ー ト 受 台 （ 図 ２ ） 。

　 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ は 、 防 水 シ ー ト Ｓ の 展 開 機 能 と 支 持 機 能 を 併 有 す る 構 造 要 素 で あ る

。

　 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ は 、 全 体 と し て ト ン ネ ル 内 壁 の 形 状 に 対 応 し た 半 弧 状 を 呈 す る 。

　 よ り 詳 細 に は 、 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ は 、 半 弧 状 に 延 在 す る 平 滑 面 か ら な る レ ー ル 部 １ １

と 、 レ ー ル 部 １ １ の 両 下 端 部 に お い て レ ー ル 部 １ １ を 支 持 す る 支 持 部 １ ２ と 、 レ ー ル 部 １

１ の 幅 方 向 の 一 側 か ら 上 方 に 立 ち 上 が る 壁 部 １ ３ と 、 壁 部 １ ３ の 上 方 が レ ー ル 部 １ １ 側 に

延 出 す る こ と で 上 方 に 膨 張 体 ２ ０ を 配 置 可 能 な 台 部 １ ４ と 、 を 備 え る 。 即 ち 、 コ の 字 状 （

図 ２ で は 逆 コ の 字 状 ） の 断 面 を 半 弧 状 に 延 長 し て 両 下 端 を 台 状 に 構 成 し た 形 状 を 呈 す る 。

　 本 例 で は 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ を 鋼 材 か ら 構 成 す る が 、 上 記 の 構 成 要 素 と 所 定 の 強 度 を 備

え れ ば 素 材 は 限 定 さ れ な い 。

　 本 例 で は 支 持 部 １ ２ と し て 、 台 車 Ａ の 足 場 板 に 安 定 し て 設 置 可 能 な 面 材 を 採 用 す る 。

　 壁 部 １ ３ は リ ブ 構 造 や 梯 子 状 の 構 造 で あ っ て も よ い 。

　 ま た 、 必 須 の 構 成 要 素 で は な い が 、 本 例 で は レ ー ル 部 １ １ の 幅 方 向 に お け る 壁 部 １ ３ の

反 対 側 か ら 上 方 に 突 起 し た 落 下 防 止 リ ブ １ ５ を 備 え る 。

　 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ は 、 設 置 及 び 運 搬 の 便 宜 か ら 分 割 式 又 は 折 り 畳 み 式 で あ っ て も よ い

。

【 ０ ０ １ ６ 】

＜ ２ ． １ ＞ 台 部 。

　 台 部 １ ４ は 、 膨 張 体 ２ ０ を 上 部 に 配 置 す る た め の 構 造 要 素 で あ る 。

　 台 部 １ ４ は 、 壁 部 １ ３ か ら レ ー ル 部 １ １ 側 に 延 出 し 、 膨 張 体 ２ ０ を 配 置 可 能 な 幅 を 備 え

る 。

　 台 部 １ ４ が レ ー ル 部 １ １ 側 に 延 出 し て い る こ と で 、 膨 張 体 ２ ０ が 展 開 前 の 防 水 シ ー ト Ｓ

の 直 上 に 位 置 す る こ と に な り 、 こ れ に よ っ て 後 述 す る 固 定 工 程 に お け る 釘 打 ち 作 業 が 容 易

に な る 。

　 但 し 、 台 部 １ ４ の 構 造 は こ れ に 限 ら ず 、 壁 部 １ ３ の 上 部 か ら レ ー ル 部 １ １ の 反 対 側 に 延

出 し て も よ い し 、 両 側 へ 延 出 し て 断 面 Ｔ 字 状 に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ ３ ＞ 膨 張 体 （ 図 ２ ） 。

　 膨 張 体 ２ ０ は 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 一 次 覆 工 面 に 押 し 付 け る た め の 構 造 要 素 で あ る 。

　 本 例 で は 膨 張 体 ２ ０ と し て 、 気 体 で 膨 張 す る チ ュ ー ブ 状 の バ ル ー ン 体 を 採 用 す る 。

　 本 例 で は 膨 張 体 ２ ０ の 長 さ を 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の 長 さ に 対 応 さ せ る 。 た だ し こ れ に 限

ら ず 、 後 述 す る 防 水 シ ー ト Ｓ の 展 開 作 業 及 び 固 定 作 業 の 便 宜 に 応 じ て 適 宜 の 位 置 や 長 さ と

し て も よ い 。

　 膨 張 体 ２ ０ は 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の 台 部 １ ４ の 上 に 固 定 す る と と も に 、 後 述 す る 送 気 手

段 ３ ０ と ホ ー ス 等 で 接 続 し 、 送 気 手 段 ３ ０ か ら の 気 体 圧 送 に よ っ て 主 に 外 周 方 向 に 膨 張 す

る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ ４ ＞ 送 気 手 段 。

　 送 気 手 段 ３ ０ は 、 膨 張 体 ２ ０ 内 に 気 体 を 圧 送 し て 膨 張 さ せ る た め の 構 造 で あ る 。

　 本 例 で は 、 送 気 手 段 ３ ０ と し て 、 コ ン プ レ ッ サ を 採 用 す る 。 な お 、 送 気 手 段 ３ ０ は コ ン

プ レ ッ サ に 限 ら ず 、 フ ァ ン や ブ ロ ワ で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

＜ ５ ＞ 牽 引 手 段 。

　 牽 引 手 段 ４ ０ は 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 牽 引 し て 、 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ 上 に 展 開 す る 装 置 で あ

る 。

　 本 例 で は 、 牽 引 手 段 ４ ０ と し て 電 動 ウ イ ン チ と ワ イ ヤ の 組 み 合 わ せ を 採 用 す る 。 な お 、

牽 引 手 段 ４ ０ は 電 動 ウ イ ン チ に 限 ら ず 、 他 の 公 知 の 手 段 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】
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[防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 ]

＜ １ ＞ 全 体 の 構 成 （ 図 ３ Ａ 、 ３ Ｂ ） 。

　 本 発 明 の 防 水 シ ー ト 敷 設 方 法 は 、 装 置 配 置 工 程 と 、 シ ー ト 配 置 工 程 と 、 引 出 し 工 程 と 、

接 続 工 程 と 、 膨 張 工 程 と 、 展 開 工 程 と 、 固 定 工 程 と 、 を 少 な く と も 備 え る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

＜ １ ． １ ＞ 防 水 シ ー ト 。

　 本 発 明 の 防 水 シ ー ト の 敷 設 方 法 で 敷 設 す る 防 水 シ ー ト Ｓ に つ い て 説 明 す る 。

　 本 例 で は 、 防 水 シ ー ト Ｓ と し て 、 エ チ レ ン ・ 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 樹 脂 （ Ｅ Ｖ Ａ ） 製 シ ー ト

の 一 面 に 長 繊 維 不 織 布 を 張 り 合 わ せ た シ ー ト 材 を 採 用 す る 。

　 長 繊 維 不 織 布 側 の 面 に は 所 定 の 間 隔 で 釘 留 め 用 の 留 め 片 Ｓ １ を 設 け る 。

　 本 例 で は 留 め 片 Ｓ １ と し て 、 長 繊 維 不 織 布 の 幅 方 向 に 付 設 し た 帯 状 の 裏 留 め テ ー プ を 採

用 す る 。

　 本 例 で は 防 水 シ ー ト Ｓ の 長 さ を １ ０ ． ５ ｍ と 従 来 技 術 の ５ 倍 程 度 と し 、 幅 は 一 次 覆 工 面

の 一 端 か ら 端 ま で の 周 長 に 対 応 さ せ る 。

　 な お 、 防 水 シ ー ト Ｓ の 構 成 は こ れ に 限 ら ず 、 所 定 の 遮 水 性 能 と 強 度 を 備 え れ ば 、 他 の 公

知 の 各 種 シ ー ト 材 を 採 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

＜ １ ． ２ ＞ 防 水 シ ー ト の 折 り 畳 み （ 図 ４ ） 。

　 防 水 シ ー ト Ｓ は 、 予 め 幅 方 向 Ｗ と 長 手 方 向 Ｌ の 二 方 向 に 折 り 畳 ん で お く 。 よ り 詳 細 に は

、 防 水 シ ー ト Ｓ を ま ず 長 手 方 向 Ｌ に 内 外 相 互 に 折 り 返 し て 複 数 層 に 折 り 畳 み 、 続 い て こ れ

を 幅 方 向 Ｗ に 内 外 相 互 に 折 り 返 し て 複 数 層 に 折 り 畳 む 。

　 長 手 方 向 Ｌ の 折 幅 は 、 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の レ ー ル 部 １ １ の 幅 以 下 と す る 。

　 こ の 他 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 長 手 方 向 Ｌ に 内 外 相 互 に 折 り 返 し た も の を ロ ー ル 状 に 巻 い て も

よ い 。

　 折 り 畳 ん だ 防 水 シ ー ト Ｓ を 、 幅 方 向 Ｗ を 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ の 幅 方 向 に 合 わ せ て 、 台

車 Ａ 上 に お け る 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の レ ー ル 部 １ １ 下 に 設 置 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

＜ ２ ＞ 装 置 配 置 工 程 。

　 装 置 配 置 工 程 は 、 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ を 配 置 す る 工 程 で あ る 。

　 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ を 乗 せ た 台 車 Ａ を 、 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の 壁 部 １ ３ 側 が 坑 口 に 向

く 方 向 に 向 け 、 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ が 、 前 防 水 シ ー ト 区 間 に お け る 防 水 シ ー ト Ｓ ’ の 最

終 端 よ り わ ず か に 切 羽 側 に 位 置 す る よ う に 配 置 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

＜ ３ ＞ シ ー ト 配 置 工 程 （ 図 ５ ） 。

　 シ ー ト 配 置 工 程 は 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 配 置 す る 工 程 で あ る 。

　 折 り 畳 ん だ 状 態 の 防 水 シ ー ト Ｓ の 一 端 を 挟 持 部 材 に 固 定 し 、 挟 持 部 材 に 接 続 し た ワ イ ヤ

を レ ー ル 部 １ １ を 経 由 し て 反 対 側 へ 掛 け 渡 し 、 牽 引 手 段 ４ ０ に 接 続 す る 。 挟 持 部 材 に は 適

宜 の 金 具 等 を 使 用 す る 。

　 牽 引 手 段 ４ ０ の ウ イ ン チ で ワ イ ヤ を 巻 き 取 る と 、 防 水 シ ー ト Ｓ が 幅 方 向 Ｗ に 展 開 し な が

ら 長 尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の レ ー ル 部 １ １ 上 を 周 方 向 に 牽 引 さ れ 、 レ ー ル 部 １ １ 上 に 掛 け 渡 さ

れ る 。

　 掛 け 渡 し 後 、 防 水 シ ー ト Ｓ か ら 挟 持 部 材 を 取 り 外 す 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

＜ ４ ＞ 引 出 し 工 程 （ 図 ６ ） 。

　 引 出 し 工 程 は 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 引 き 出 す 工 程 で あ る 。

　 レ ー ル 部 １ １ 上 に 展 開 さ れ た 防 水 シ ー ト Ｓ の 長 手 方 向 の 端 辺 を 引 き 上 げ て 、 萎 ん だ 膨 張

体 ２ ０ 越 し に 坑 口 側 に 引 き 出 す 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

＜ ５ ＞ 接 続 工 程 。

　 接 続 工 程 は 、 防 水 シ ー ト Ｓ の 端 部 を 前 防 水 シ ー ト 区 間 の 防 水 シ ー ト Ｓ ’ と 接 続 す る 工 程
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で あ る 。

　 坑 口 側 へ 引 き 出 し た 防 水 シ ー ト Ｓ の 一 辺 を 、 前 防 水 シ ー ト 区 間 の 防 水 シ ー ト Ｓ ’ の 最 終

端 に 接 続 す る 。

　 詳 細 に は 、 一 次 覆 工 面 か ら 垂 れ 下 が っ た 前 防 水 シ ー ト 区 間 の 防 水 シ ー ト Ｓ ’ の 最 終 端 を

、 引 き 出 し た 防 水 シ ー ト Ｓ の 前 端 部 と 拝 み 合 わ せ 、 両 者 を 溶 着 機 で 挟 み 込 ん で 溶 着 す る 。

　 な お 、 溶 着 作 業 は 防 水 シ ー ト Ｓ を 複 数 ス パ ン 敷 設 し た 後 に ま と め て 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

＜ ６ ＞ 膨 張 工 程 （ 図 ７ ） 。

　 膨 張 工 程 は 、 膨 張 体 ２ ０ を 膨 張 さ せ る 工 程 で あ る 。

　 送 気 手 段 ３ ０ を 稼 働 し て 膨 張 体 ２ ０ の 内 部 に 気 体 を 圧 送 す る 。

　 す る と 、 膨 張 体 ２ ０ が 一 次 覆 工 面 方 向 に 膨 張 し て 防 水 シ ー ト Ｓ を 内 側 か ら 押 し 上 げ る こ

と で 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 一 次 覆 工 面 に 押 し 付 け る 。 　

　 な お 、 防 水 シ ー ト Ｓ は 必 ず し も 一 次 覆 工 面 に 完 全 に 押 し 付 け る 必 要 は な く 、 一 次 覆 工 面

に 近 接 さ せ る だ け で も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

＜ ７ ＞ 展 開 工 程 。

　 展 開 工 程 は 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 展 開 す る 工 程 で あ る 。

　 台 車 Ａ を 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ ご と ト ン ネ ル の 切 羽 側 へ 移 動 さ せ る 。

　 こ れ に よ っ て 、 一 次 覆 工 面 に 固 定 さ れ た 部 分 に 引 っ 張 ら れ て 、 レ ー ル 部 １ １ 上 の 防 水 シ

ー ト Ｓ が 順 次 展 開 さ れ て ゆ く 。

　 防 水 シ ー ト Ｓ の 留 め 片 Ｓ １ が 膨 張 体 ２ ０ の 手 前 ま で 引 き 出 さ れ た ら 移 動 を 止 め る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

＜ ８ ＞ 固 定 工 程 。

　 固 定 工 程 は 、 防 水 シ ー ト Ｓ を 一 次 覆 工 面 に 固 定 す る 工 程 で あ る 。

　 防 水 シ ー ト Ｓ の 留 め 片 Ｓ １ を 一 次 覆 工 面 に 当 て 、 コ ン ク リ ー ト 釘 で 打 ち 込 ん で 固 定 す る

。 同 様 に 所 定 の 間 隔 で 留 め 片 Ｓ １ の 複 数 個 所 に コ ン ク リ ー ト 釘 を 打 ち 込 む 。

　 留 め 片 Ｓ １ が 一 次 覆 工 面 の 間 近 ま で 引 き 出 さ れ 、 し か も 膨 張 体 ２ ０ に よ っ て 支 持 さ れ て

い る た め 、 固 定 作 業 が 非 常 に 楽 で あ る 。

　 ま た 、 台 部 １ ４ が レ ー ル 部 １ １ の 上 方 に 張 り 出 し て い る の で 、 作 業 員 の 手 が 防 水 シ ー ト

Ｓ の 固 定 箇 所 に 届 き 易 く な る た め 、 施 工 が 更 に 容 易 に な る 。

　 固 定 後 、 次 の 留 め 片 Ｓ １ が 膨 張 体 ２ ０ 付 近 に 引 き 出 さ れ る ま で 台 車 Ａ を 切 羽 側 へ 移 動 さ

せ 、 同 様 に コ ン ク リ ー ト 釘 に よ る 固 定 作 業 を 繰 り 返 す 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

＜ ９ ＞ 作 業 の 繰 り 返 し 。

　 １ ス パ ン 分 の 防 水 シ ー ト Ｓ を 敷 設 し 終 え た ら 、 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置 １ を 切 羽 側 に 前 進 さ

せ る と と も に 膨 張 体 ２ ０ の 空 気 を 抜 い て い っ た ん 萎 ま せ る 。

　 引 き 続 き ＜ １ ＞ ～ ＜ ８ ＞ の 作 業 を 繰 り 返 す 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 実 施 例 １ で は 、 シ ー ト 配 置 工 程 に お い て 、 折 り 畳 ん だ 防 水 シ ー ト Ｓ を 牽 引 手 段 ４ ０ で 牽

引 し て 展 開 し た が 、 こ の 方 法 に 限 ら な い 。

　 例 え ば 、 長 手 方 向 Ｌ に 内 外 相 互 に 折 り 返 し た 防 水 シ ー ト Ｓ を 眼 鏡 巻 き に し て 、 こ れ を 長

尺 シ ー ト 受 台 １ ０ の 頂 部 か ら 両 側 に 垂 ら し て 展 開 し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 １ 　 　 防 水 シ ー ト 敷 設 装 置

　 １ ０ 　 長 尺 シ ー ト 受 台

　 １ １ 　 レ ー ル 部

　 １ ２ 　 支 持 部

　 １ ３ 　 壁 部
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　 １ ４ 　 台 部

　 １ ５ 　 落 下 防 止 リ ブ

　 ２ ０ 　 膨 張 体

　 ３ ０ 　 送 気 手 段

　 ４ ０ 　 牽 引 手 段

　 Ａ 　 　 台 車

　 Ｓ 　 　 防 水 シ ー ト

　 Ｓ １ 　 留 め 片

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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